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2023年7月16日
ねん がつ にち

年間第15主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

神のことばは、常にわたしたちとともにいてくださる神の現存です。なぜならば、世の終
かみ つね かみ げんそん よ お

わりまでわたしたちとともにいてくださると約束された主イエスこそは、「人となられた
やくそく しゅ ひと

神の言」であるからに他なりません。この世界の現実のなかにあって、神のことばは様々
かみ ことば ほか せ かい げんじつ かみ さまざま

な方法を通じて幾たびも幾たびも繰り返され響き続けているにもかかわらず、いまだ世
ほうほう つう いく いく く かえ ひび つづ せ

界全体には浸透していません。
かいぜんたい しんとう

ヨハネ福音の冒頭に、「言は世にあった。世は言によって成ったが、世は言を認めな
ふくいん ぼうとう ことば よ よ ことば な よ ことば みと

かった。言は、自分の⺠のところへ来たが、⺠は受け⼊れなかった（ヨハネ⼀章 10・
ことば じ ぶん たみ き たみ う い いっしょう

11節）」と記されているとおりであります。神はご自分のことばを種のように蒔き続け
せつ しる かみ じ ぶん たね ま つづ

られているにもかかわらず、多くの人の心の内に豊かな実りを生み出すには至っていま
おお ひと こころ うち ゆた みの う だ いた

せん。

ですから、わたしたちは、神が蒔き続けておられる種が豊かに実を結ぶように、土壌を良
かみ ま つづ たね ゆた み むす ど じょう よ

いものに改良していくように努めなくてはなりません。種がまかれるためには、良い実
かいりょう つと たね よ み

を結ぶようにと、事前にしておかなくてはならない準備があります。
むす じ ぜん じゅん び

その準備、すなわち土壌改良を成し遂げるのは、わたしたち⼀人ひとりの日々の生活
じゅん び ど じょうかいりょう な と ひと り ひ び せいかつ

における、言葉と行いによる神の愛といつくしみのあかしであります。人とのかかわり
こと ば おこな かみ あい ひと

の中で、わたしたちの言葉と行いは、神の言葉の種が蒔かれる土壌を良いものとして
なか こと ば おこな かみ こと ば たね ま ど じょう よ

いくための、もっとも力のある道具であります。神の言葉が豊かに実るときに、そこに
ちから どう ぐ かみ こと ば ゆた みの

は賜物であるいのちを最優先にして守り抜く世界が実現しているはずです。いのちを守
たまもの さいゆうせん まも ぬ せ かい じつげん まも

らず生かさない社会という土壌で、神のことばの種が豊かな実りを生み出すことはでき
い しゃかい ど じょう かみ たね ゆた みの う だ

ません。

インターネットが普及している現代社会では、ネット上に残されていくことばも神の愛
ふ きゅう げんだいしゃかい じょう のこ かみ あい

といつくしみをあかしするものでなければなりません。時にクリスチャンを標榜しなが
とき ひょうぼう
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ら、他者のいのちに対して攻撃的になるような、きわめて利己的な主張や愛に欠ける主
た しゃ たい こうげきてき り こ てき しゅちょう あい か しゅ

張を目にするとき、いったいどのような土壌を神のことばの種のために備えようとさ
ちょう め ど じょう かみ たね そな

れているのかと思い、悲しくなることがあります。わたしたちは口から語る言葉、書き記
おも かな くち かた こと ば か しる

す言葉、どちらにあっても自分の語る言葉と具体的な行いが、神のことばの種を蒔く土
こと ば じ ぶん かた こと ば ぐ たいてき おこな かみ たね ま ど

壌を準備するためなのだと、常に心しておきたいと思います。
じょう じゅん び つね こころ おも


